
間欠的絶食が腸管幹細胞の生理機能および
腫瘍形成に及ぼす影響
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＜要旨＞
腸管陰窩（クリプト）に存在する腸管幹細胞は、活発にターンオーバーを繰り返す全ての正常
腸上皮細胞を生み出すだけでなく、腸管腫瘍の起源とも考えられています。腸管幹細胞の機能
は、幹細胞ニッチ（微小環境）によって維持されていますが、一方で腸内細菌や食事内容物と
いった環境因子によっても制御されています。今回の講演では、健康効果があるとして近年注
目されている間欠的絶食に焦点を当て、絶食後の再摂食が引き起こす遺伝子発現やアミノ酸代
謝の変化が幹細胞の再生機能および腫瘍形成に与える影響を紹介させていただきます。また、
アメリカ・ボストンにおける研究環境についても簡単にお話しさせていただきます。
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日時: ２０２２年 7月２１日（木）
１８：００～１９：３０

（本講演はZoomよる配信となります）

CMX創発医学講演会

主 催： 神戸大学メディカルトランスフォーメーション研究センター
担 当： 分子細胞生物学分野 （教授 鈴木 聡）

生体シグナル制御学 （特命教授 的崎 尚）
連絡先： 研究支援課研究企画係（内線 5195）

※本講演は大学院講義（先端医学トピックス）を兼ねております。

Zoom URL: https://kobe-u-ac-
jp.zoom.us/j/84784988056?pwd=2MICa4hDusYHQ9CzhTSM7406ziHJaO.1
ミーティングID: 847 8498 8056
パスコード: 074357


